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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユーザーの連絡情報を処理するための方法及び
システムを提供する。
【解決手段】特に、第１のユーザーのユーザー設備で第
２のユーザーと関連する連絡情報取得することと、前記
連絡情報に基づいて前記第１のユーザーと前記第２のユ
ーザーとのソーシャルネットワークサービス（ＳＮＳ）
の操作を起動することと、を含むユーザーの連絡情報を
処理するための方法が開示されている。さらに、該方法
に対応するシステムが開示されている。ユーザーの連絡
情報に対してより有効且つ知能的な処理を行うことがで
きる。
【選択図】図１



(2) JP 2013-131202 A 2013.7.4

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーの連絡情報を処理するための方法であって、
第１のユーザーのユーザー設備で第２のユーザーと関連する連絡情報を取得することと、
前記連絡情報に基づいて前記第１のユーザーと前記第２のユーザーとの間にソーシャルネ
ットワークサービスＳＮＳ操作を起動することと、
を含むことを特徴とするユーザーの連絡情報を処理するための方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法において、
前記第１のユーザーと前記第２のユーザーとの間に起動するＳＮＳ操作は、
前記第１のユーザーを代表して前記第２のユーザーにＳＮＳ友人招待メッセージを送信す
ることと、
前記第２のユーザーに少なくとも１つのＳＮＳウェブサイトの前記第１のユーザーと関連
する内容又はイベントのリンクを送信すること、
のうちの１つを含むことを特徴とする方法。
【請求項３】
　前記請求項１に記載の方法において、
前記第１のユーザーと前記第２のユーザーとの間に起動するＳＮＳ操作は、
前記第１のユーザーの少なくとも１つのＳＮＳウェブサイトにおける一人又は複数の友人
を前記第２のユーザーに推薦することを含むことを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項３に記載の方法において、
前記推薦は前記第２のユーザーの前記連絡情報及び前記一人又は複数の友人の前記ＳＮＳ
ウェブサイトにおける情報に基づいて生成することを特徴とする方法。
【請求項５】
　請求項１に記載の方法において、
前記第２のユーザーと関連する前記連絡情報を前記ユーザー設備からサーバーに伝送する
ことと、
前記サーバーにおける既に第３のユーザーにより記憶された前記第２のユーザーと関連す
る以前の連絡情報を検索することと、
を更に含むことを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法において、
前記連絡情報と前記以前の連絡情報の不一致と決定したことに応答して、前記不一致を指
示するように前記第３のユーザーにメッセージを送信することを更に含むことを特徴とす
る方法。
【請求項７】
　請求項６に記載の方法において、
前記第３のユーザーに送信する前記メッセージは更に前記第１のユーザーの前記ユーザー
設備により前記サーバーに伝送された、前記第２のユーザーと関連する前記連絡情報にお
ける内容項を更に含むことを特徴とする方法。
【請求項８】
　請求項５に記載の方法において、
前記第１のユーザーと、前記第２のユーザーおよび前記第３のユーザーのうちの少なくと
も１つのユーザーとのＳＮＳ操作を起動することを更に含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法において、
前記第１のユーザーが既に前記連絡情報を取得したということを前記第２のユーザーに告
知する通知メッセージを前記第２のユーザーに送信することを更に含むことを特徴とする
方法。
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【請求項１０】
　請求項１～９の何れか１項に記載の方法において、
前記第２のユーザーと関連する前記連絡情報は前記第２のユーザーの名刺に対してデジタ
ル化操作及び識別を行って取得したものであることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　ユーザーの連絡情報を処理するためのシステムであって、
第１のユーザーのユーザー設備において第２のユーザーと関連する連絡情報を取得するよ
うに配置される取得装置と、
前記連絡情報に基づいて前記第１のユーザーと第２のユーザーとの間にソーシャルネット
ワークサービスＳＮＳ操作を起動するように配置される起動装置と、
を含むことを特徴とするユーザーの連絡情報を処理するためのシステム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のシステムにおいて
前記起動装置は、
前記第１のユーザーを代表して前記第２のユーザーにＳＮＳ友人招待メッセージを送信す
るように配置される第１の起動装置と、
前記第２のユーザーに少なくとも１つのＳＮＳウェブサイトにおける、前記第１のユーザ
ーと関連する内容又はイベントのリンクを送信するように配置される第２の起動装置と、
のうちの少なくとも１つを含むことを特徴とするシステム。
【請求項１３】
　請求項１２に記載のシステムにおいて、前記起動装置は、
前記第１のユーザーの少なくとも１つのＳＮＳネットワークにおける一人又は複数の友人
を前記第２のユーザーに推薦するように配置される第３の起動装置を含むことを特徴とす
るシステム。
【請求項１４】
　前記請求項１２に記載のシステムにおいて、
前記第３の起動装置は、
前記第２のユーザーの前記連絡情報及び前記一人又は複数の友人の前記ＳＮＳウェブサイ
トにおける情報に基づいて前記推薦を生成する推薦生成装置を含むことを特徴とするシス
テム。
【請求項１５】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、
前記サーバーにおいて前記第３のユーザーにより記憶された、前記第２のユーザーと関連
する以前の連絡情報を検索するように、前記第２のユーザーと関連する前記連絡情報を、
前記ユーザー設備からサーバーに伝送されるように配置される伝送装置を更に含むことを
特徴とするシステム。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のシステムにおいて、
前記連絡情報と前記以前の連絡情報との不一致と決定したことに応答し、前記不一致を指
示するように、前記第３のユーザーにメッセージを送信するように配置されるメッセージ
送信装置を更に含むことを特徴とするシステム。
【請求項１７】
　請求項１６に記載のシステムにおいて、
前記メッセージ送信装置は、更に前記第３のユーザーに送信する前記メッセージには、前
記第１のユーザーの前記ユーザー設備により前記サーバーに伝送された、前記第２のユー
ザーと関連する前記連絡情報における内容項が含まれるように配置されることを特徴とす
るシステム。
【請求項１８】
　請求項１５に記載のシステムにおいて、
前記第１のユーザーと、前記第２のユーザー及び前記第３のユーザーのうちの１つのユー
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ザーとのＳＮＳ操作を起動するように配置される第４の起動装置を更に含むことを特徴と
するシステム。
【請求項１９】
　請求項１１に記載のシステムにおいて、
前記第２のユーザーに前記第１のユーザは既に前記連絡情報を取得したということを告知
する通知メッセージを前記第２のユーザーに送信するように配置される通知装置を更に含
むことを特徴とするシステム。
【請求項２０】
　請求項１１～１８の何れか１項に記載のシステムにおいて、
前記取得装置は、前記第２のユーザーの名刺に対してデジタル化走査及び識別を行うこと
によって、前記第２のユーザーと関連する前記連絡情報を取得するように配置される名刺
情報取得装置を含むことを特徴とするシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、全体的には、情報処理分野に関わり、より具体的には、ユーザー
の連絡情報を処理するための方法及びシステムに関わる。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話、ＰＤＡ及び伝統的なデスクトップＰＣ等の通信に適応可能な様々な設備にお
いて、通常、ユーザーは他人の連絡情報を入力することは許されている。特に、ユーザー
が人力で設備に連絡情報を入力する以外に、名刺は、連絡情報を記載、交換及び記録する
ための重要なソーシャルメディアである。名刺の交換によって、個人の関する各種の情報
、例えば、名前、仕事状況、地位、住所、及び連絡方式（例えば、固定電話、携帯電話、
電子メール、インスタントメッセージングアカウント等）を取得、交換及び記録すること
ができる。
【０００３】
　伝統的な名刺は紙面メディアによるものであるため、その情報を直接的に電子化及びデ
ジタル化方式で処理し、利用することができない。人力で名刺における情報を、例えばコ
ンピュータのような電子設備に入力することは、時間と労力を費やす。従って、従来技術
において、名刺に対して自動的に走査し、デジタル化する対策案は既に提出されている。
このような方案において、紙面名刺を走査し、その上の情報を識別する（例えば、光学的
な文字識別ＯＣＲの識別技術に基づいて）ことができ、この方式で名刺に記載の情報をデ
ジタル化する。
【０００４】
　更に既知した方案において、デジタル化された名刺情報をリモートサーバに保存する（
例えば、クラウドコンピューティングの概念における「クラウド」に保存する）ことは提
出された。これによって、ユーザーはいつでもどこでも必要に応じて既にデジタル化され
た名刺情報を便利に取得することができる。
【０００５】
　しかしながら、従来技術において、名刺情報をデジタル化処理した後、これらのデジタ
ル化情報の主動的な利用及びマイニングが欠如している。例えば、既知した方案において
、これらのデジタル化連絡情報はユーザーローカル設備又はリモートサーバに保存された
後、ユーザーはこれらの情報を明示的にリクエスト又はアクセスしない限り、これらの情
報は常に使用しないままの状態にある。言い換えれば、主動的にデジタル化された連絡情
報をユーザーに潜在的なサービスを提供することができない。
【０００６】
　より具体的に言えば、名刺又は他の連絡情報の最大の価値及び用途は、ソーシャル情報
を記憶及び転送することができる。従って、連絡情報はデジタル化された後、より主動か
つ知能な方式でユーザーと他のユーザーとの間のデジタル化交互活動を促進すべきである
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。しかしながら、従来技術において、このような技術案は欠如している。既知されたデジ
タル化された名刺又は他の連絡情報に対する主動的な利用は、名刺が添加された他のユー
ザーに通知を送信することに限られている。これは、日増しに増大するネットワーク化、
情報化の交互の要望を満たすことができない。
【０００７】
　よって、本分野は、より主動的な方式でデジタル化したユーザーの連絡情報を使用する
技術案が必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　上記の問題に鑑みて、本発明はユーザーの連絡情報を処理するための新たな方法及びシ
ステムを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　一方、本発明は、ユーザーの連絡情報を処理する方法を提供している。該方法は、第１
のユーザーのユーザー設備において、第２のユーザーに関連する連絡情報を取得するステ
ップこと、前記連絡情報に基づいて、前記第１のユーザーと前記第２のユーザーのソーシ
ャルネットワークサービス（ＳＮＳ）の操作を起動するステップことを含む方法である。
他方、本発明は、ユーザーの連絡情報を処理するシステムを提供する。該システムは、第
１のユーザーのユーザー設備において第２のユーザーと関連する連絡情報を取得するため
に配置される取得装置と、前記連絡情報に基づいて、前記第１のユーザーと前記第２のユ
ーザーのソーシャルネットワークサービス（ＳＮＳ）の操作を起動するために配置される
起動装置と、を備えているシステムである。
【００１０】
　本発明の実施形態に基づいて、ユーザーは他人の連絡情報をそのユーザー設備に入力し
た後、連絡情報は簡単に記憶されることでなく、ユーザーと他のユーザーとの間のインタ
ラクション関係を主動的にマイニングし、発起するために使用可能である。特に、このよ
うなインタラクション関係は、ＳＮＳウェブサイトによる操作及びインタラクティブを含
むことができる。よって、ユーザーの連絡情報に対する有効かつ知能的な使用を顕著に促
進することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
　図面を参照して、以下の詳細的な記述を説明することによって、本発明の実施形態の前
記及び他の目的、特徴及びメリットは容易に理解可能である。図面において、限定の方式
ではなく例示の方式で本発明の幾つかの実施形態を示している。
【図１】図１は、本発明の１つの例示的な実施形態によるユーザーの連絡情報を処理する
方法１００のフロー図を示している。
【図２】図２は、本発明の１つの例示的な実施形態によるユーザーの連絡情報を処理する
ためのシステム２００のブロック図を示している。
【図３】図３は、本発明の実施形態と組み合わせて使用することに適する携帯端末３００
のブロック図を示している。
【図４】図４は、本発明の実施形態と組み合わせて使用するコンピュータシステム４００
のブロック図を示している。
【００１２】
　各図面において、同一又は相応する符号は同一又は相応する部分を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下では、図面に示している幾つかの例示的な実施形態を参照して、本発明の原理及び
旨を記述する。これらの実施形態を示しているのは、当業者が本発明をより良く理解して
、実現するためだけであり、如何なる方式で本発明の範囲を限定していないということを
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理解すべきである。
【００１４】
　まず、図１を参照して、該図は、本発明の１つの例示的な実施形態によるユーザーの連
絡情報を処理するための方法１００のフロー図を示している。方法１００に示す各ステッ
プは、異なる順で実行、並列実行、省略されることが可能であり、又は他の示されていな
い付加的なステップを含むことが可能である。
【００１５】
　方法１００は開始した後、ステップＳ１０２において、第１のユーザーのユーザー設備
で第２のユーザーと関連する連絡情報を取得する。
【００１６】
　本発明の実施形態に基づいて、第１のユーザーのユーザー設備は、情報処理能力及び通
信能力を有する如何なる適当的な電子設備でもよい。ユーザー設備の例示は、ＰＤＡ、携
帯電話、スマートフォン、ラップトップコンピュータ等の携帯端末を含むが、それらに限
られていない。ＰＣのような伝統的なデスクトップコンピューティングデバイスでもよい
。列挙したのは幾つかの可能な例示であり、本発明の範囲を限定することを目的としない
ことを理解すべきである。実際的には、情報処理及びネットワーク通信能力を有する如何
なる設備は、従来に既知したものもであれ、将来に開発されるものであれ、何れも本発明
におけるユーザーの設備とすることでもよい。
【００１７】
　特に、ステップＳ１０２において、第２のユーザーと関連する連絡情報は１つ又は複数
の内容項を含むことができ、これらの内容は第２のユーザーに関する各種の情報に関する
ことができ、例えば、名前、仕事状況、地位、場所、連絡方式（例えば、固定電話、携帯
電話、電子メール、インスタントメッセージングアカウント等）、ＳＮＳネットワークア
カウント等の１項又は複数項を含むがそれに限られない。
【００１８】
　本発明の実施形態によれば、ステップＳ１０２において、各種の適当な技術手段を利用
して第２のユーザーに関する連絡情報を取得することができる。例えば、ある好ましい実
施形態において、第２のユーザーの名刺に対してデジタル化走査及び識別を行うことによ
って、第２のユーザーに関わる連絡情報を取得することができる。
【００１９】
　紙面名刺のデジタル化走査及び識別は、現在で既知した又は将来に開発される各種の適
当の技術手段により実現可能である。たとえば、まず画像採集及び捕捉技術案を利用して
紙面メディアをデジタル画像に変換することができる。これは例えばユーザー設備に配置
されるカメラ／スキャナで実現可能であり、当然ながら、ユーザー設備以外の他の設備で
完成可能でもある。
【００２０】
　次に、デジタル画像処理技術を利用して、名刺画像に含まれる連絡情報の内容項を抽出
することができる。これは例えば画像分割及び内容抽出の技術によって実現可能である。
それから、これらの内容項に対してＯＣＲのような文字識別を行って文字を抽出すること
ができる。抽出された文字は内容項の類別を指示する情報、例えば、「電話」、「ｅｍａ
ｉｌ」、を含むことができるし、具体的な内容、例えば、「１３３３３３３３３３３」、
「ｕｓｅｒ－１＠ｓｅｒｖｅｒ－１．ｃｏｍ」を含むことができる。その後、抽出された
文字は第１のユーザーのユーザー設備に提供可能である。特に、情報の正確性を確保する
ために、識別処理で得られた結果に対して人力でチェックを行うことができる。
【００２１】
　以下のことに注意すべきである。名刺のデジタル化は、現在で既知した又は将来に開発
される技術手段を利用して実現可能である。人力により、半自動方式で実現することも実
現可能である。本発明の範囲はこれによって制限されていない。
【００２２】
　上述した名刺に対してデジタル化処理を行うことによって、連絡情報を取得することは
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例示だけであり、他の情報取得方式も可能である。例えば、第１のユーザーは取得した第
２のユーザーの紙面名刺に基づいて、第２のユーザーの連絡情報を人力でユーザー設備に
入力することができる。又は、第１のユーザーのユーザー設備はデジタル化方式で第２の
ユーザーに関する連絡情報を直接的に受信することができる。他の如何なる取得方式も可
能である。
【００２３】
　次に、方法１００はステップＳ１０４に進め、ここでステップＳ１０２で取得した第２
のユーザーの連絡情報に基づいて、第１のユーザーと第２のユーザーとの間のソーシャル
ネットワークサービス（ＳＮＳ）の操作を起動する。
【００２４】
　ここで使用する「ＳＮＳ操作」とは、ＳＮＳネットワークを介して実行するユーザーの
交互、データ交換、情報処理等の各種の操作を指す。「ＳＮＳウェブサイト」とは特定の
対象に対して興味を持つ又は一緒に「ぶらぶら歩く」人々にバーチャルコミュニティを提
供するｗｅｂサイトを指す。登録とログインした後、ＳＮＳウェブサイトのメンバ又はユ
ーザーは音声、チャット、インスタントメッセージング、ビデオ会議及びブログ等によっ
て通信を行う。ＳＮＳウェブサイトは通常的にメンバに他のメンバと連絡する方法を提供
している。
【００２５】
　本発明の実施形態によれば、ステップＳ１０４で起動したＳＮＳ操作は、前記第１のユ
ーザーを代表して、前記第２のユーザーにＳＮＳ友人招待メッセージを送信する。ここで
使用する用語「友人」とは、ＳＮＳウェブサイトのメンバはＳＮＳウェブサイトを介して
互いに接続、関連又は関係が形成された複数のユーザーを指す。ＳＮＳウェブサイトにお
ける接続は通常的に双方向である（必要であるというわけではない）ので、「友人」とい
う用語は、基準座標系に依頼する可能性がある。ユーザー同士の接続は直接的な接続でも
よい。しかしながら、ＳＮＳウェブサイトのある実施形態は、一段又は多段接続を経由す
る間接的な接続を許す。また、「友人」とは、ユーザーが現実生活においても実際的に友
人であることを要求しなければならないというわけではない。
【００２６】
　第２のユーザーに友人招待を送信することによって、第１のユーザーと第２のユーザー
はＳＮＳウェブサイトにおいて友人関係を形成するように促す可能性があって、両者の間
の付き合い及び関係を促進する。
【００２７】
　選択的又は付加的に、ＳＮＳ操作は、更に、前記第２のユーザーに少なくとも１つのＳ
ＮＳウェブサイトにおいて第１のユーザーと関連する内容またはイベントのリンクを送信
することを含む。例えば、第２のユーザーに第１のユーザーと関連するｗｅｂページ（例
えば、第１のユーザーのホームページである）のリンク、例えば、ユーアールエル（ＵＲ
Ｌ）を送信することができる。第２のユーザーに第１のユーザーが少なくとも１つのＳＮ
Ｓウェブサイトにおけるイベント、ポスト、注目、新しく出たこと、ニュース等の如何な
る適当的なイベント及び内容のリンクを送信することができる。
【００２８】
　また、ＳＮＳ操作は更に、第２のユーザーに第１のユーザーがＳＮＳウェブサイトにお
ける他の情報、例えば、趣味、学歴等を送信することができる。これらの情報は、例えば
第１のユーザーがＳＮＳウェブサイトにおけるプロファイルから取得可能である。
【００２９】
　もう１つの例示として、ステップＳ１０４において、ＳＮＳ操作は、更に、第１のユー
ザーは少なくとも１つのＳＮＳウェブサイトにおける友人を第２のユーザーに推薦するこ
とを含むことができる。例えば、第１のユーザーのＳＮＳウェブサイトにおける全ての友
人を第２のユーザーに推薦することができる。好ましくのは、第１のユーザーの友人のう
ち第２のユーザーと潜在的にマッチングする友人を第２のユーザーの推薦することができ
る。例えば、第２のユーザーの連絡情報及び第１のユーザーの友人のＳＮＳウェブサイト
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における情報（例えばプロファイル情報から取得される）に基づいて友人推薦を生成する
ことができる。具体的に言えば、第１のユーザーのどの友人（たち）が第２のユーザーと
類似的な特性を有するのかについて検索することができる。ここでいう類似特性は、例え
ば、以下の１つ又は複数のことを含むがそれに限られていない。即ち、地理位置が近く、
会社が同一であり又は性質が類似し、役目が同一又は類似し、学歴が同一又は類似するこ
となどである。ＳＮＳウェブサイトにおけるユーザー情報はプロファイル情報から取得可
能である。これらの類似属性を有する友人は、ステップＳ１０４で起動するＳＮＳ操作に
おいて第２のユーザーに推薦される。このような方式で、第１のユーザーを媒介として、
第２のユーザーの連絡情報に基づいて第２のユーザーのＳＮＳ関係を主動的に広げること
ができる。
【００３０】
　ステップＳ１０４において、ＳＮＳ操作の以外に又は選択的に、更に第１のユーザーと
第２のユーザーとの間に他の交互操作を起動することができる。例えば、第２のユーザー
に通知情報を送信して第２のユーザーに、その連絡情報が既に第１のユーザーに添加され
ると告知することができる。該通知情報は、例えば、電子メール（ｅ－ｍａｉｌ）、ショ
ートメッセージサービス（ＳＭＳ）メッセージ、マルチメディアメッセージングサービス
（ＭＭＳ）メッセージ等、如何なる適当的な手段で実現可能である。選択可能的に、該通
知メッセージは更に第１のユーザーの個人情報又は連絡情報を含むことができる。なお、
該通知書は第１のユーザーの身分で送信可能であるし、第３方のシステムの身分で送信可
能でもある。
【００３１】
　それ以外に、もう１つの例示として、ステップＳ１０４で起動した第１のユーザーと第
２のユーザーとの間の交互操作は更に、第１のユーザーを代表して、第２のユーザーにプ
ライベートメッセージを送信し、及び／又は両者がプライベート接続をたてることを提案
することを含む。例えば、第１のユーザーのユーザー設備又は他の設備を利用してこのよ
うなプライベートメッセージを送信することができる。プライベートメッセージは同様に
ｅ－ｍａｉｌ、ＳＭＳ、ＭＭＳ等の手段で実現可能である。
【００３２】
　ステップＳ１０２及びＳ１０４によって、第１のユーザーは第２のユーザーの連絡情報
を保存することに応答して、第１のユーザーと第２のユーザーとの間の潜在的な適当関係
及び操作を主動的にマイニングし、起動することができる。
【００３３】
　以下では、方法１００の後続選択可能なステップＳ１０６～Ｓ１１４を記述する。
【００３４】
　選択可能なステップＳ１０６において、第２のユーザーの連絡情報を、第１のユーザー
のユーザー設備からユーザー設備とカップリングする１つ又は複数のサーバーに伝送する
ことができる。サーバーは第２のユーザーの連絡情報を受信した後、連絡情報を第２のユ
ーザー及びアップロードしたユーザー（即ち、第１のユーザーである）と関連付けて記憶
することができる。
【００３５】
　また、本発明の実施形態によれば、ユーザー設備とサーバーとの間は各種の適当な方式
で互いにカップリングすることができるということに注意すべきである。例えば、このよ
うなカップリングは、現在で既知した、又は将来に開発される如何なる有線ネットワーク
、無線ワーク又はその組合せを含むことができ、携帯電話ネットワーク、イーサネット(
登録商標)、ＩＥＥＥ　８０２．１１、８０２．１６、８０２．２０等による無線ＬＡＮ
（ＷＬＡＮ）、及び／又はワイマックス（ＷｉＭＡＸ）ネットワークのうちの少なくとも
１つを含むがそれに限られていない。
【００３６】
　次に、ステップＳ１０８において、サーバーにおいて既に記憶された第２のユーザーと
関連する、他のユーザーによりアップロード・記憶された以前の連絡情報（存在すれば）
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を検索する。これは例えば、第２のユーザーの連絡情報のうちの１つ又は複数の内容項（
例えば、名前、電話番号、ＩＤ番号、等）をインデックスとして、サーバーの記憶におい
て検索して実現することができる。
【００３７】
　前記ステップＳ１０２～Ｓ１０８は、第１のユーザーのユーザー設備側で実行するとい
うことが理解できる。以下で記述する選択可能なステップＳ１１０～Ｓ１１４はサーバー
側で実行する。
【００３８】
　方法１００はステップＳ１１０に進み、既に記憶された以前の連絡情報と現在アップロ
ードする連絡情報とは完全に一致するか否かを判定する。言い換えれば、ステップＳ１１
０において、第２のユーザーと関連する現在の連絡情報と以前の連絡情報の各内容項は一
致的に対応するか否かを決定する。
【００３９】
　現在の連絡情報と以前の連絡情報において少なくとも１つの内容項は完全に一致しなけ
れば、第２のユーザーの現在の連絡情報が以前の連絡情報と一致しない（ステップＳ１１
０のブランチ「ＮＯ」）と認定する。このとき、方法１００はステップＳ１１２に進む。
逆に、現在の連絡情報と以前の連絡情報は一致すれば（ステップＳ１１０のブランチ「Ｙ
ＥＳ」、方法１００はステップＳ１１４に進むことができる。
【００４０】
　第２のユーザーの現在の連絡情報と以前の連絡情報が一致しないため、第２のユーザー
の連絡情報は更新又は変化したと認定することができる。そこで、該不一致の存在を指示
するように、ステップＳ１１２では、第２のユーザーの以前の連絡情報をアップロードす
る第３のユーザーにメッセージを伝送する。このようにして、第３のユーザーは第２のユ
ーザーの連絡情報が既に変化した可能性があるということが分かる。
【００４１】
　更に、プライバシーの設置は許す場合、ステップＳ１１２においても、第３のユーザー
に第１のユーザーにより伝送される、第２のユーザーに関する最新の連絡情報（該連絡情
報における全ての内容項、又は少なくとも該連絡情報において変化した内容項を含むこと
ができる）を送信することができる。このようにして、第３のユーザーは第２のユーザー
に関する連絡情報を更新する機会がある。
【００４２】
　以下のことに注意すべきである。即ち、ステップＳ１１２が実行される場合、サーバー
は同様に最新に受信した第２のユーザーの連絡情報を選択可能に利用して、前に既に記憶
された第２のユーザーの連絡情報を更新し、又は差替える。
【００４３】
　ステップＳ１１４において、少なくとも第１のユーザー、第２のユーザー及び第３のユ
ーザーのＳＮＳ操作を起動することを許すことができる。ステップＳ１１４は、第１のユ
ーザーと第３のユーザーが同時に第２のユーザーの連絡情報を添加したので、第１のユー
ザーと第３のユーザーが互いに建てるＳＮＳ関係に興味を持つ可能性があるという考慮に
よるものである。これによって、第２のユーザーを介して、第１のユーザーと第３のユー
ザーとの間にＳＮＳ操作を起動することができる。選択的に、起動されたＳＮＳ操作は更
に第２のユーザーにかかわることができる。即ち、該ＳＮＳ操作は同時に第１、第２、第
３のユーザーに係る。言い換えれば、ステップＳ１１４で起動するＳＮＳ操作は、第１の
ユーザーにかかわり、そして、第２のユーザーと第３のユーザーのうちの少なくとも１つ
にかかわる。
【００４４】
　方法１００はステップＳ１１４の後に完了する。
【００４５】
　現在図２を参照し、該図は、本発明の１つの実施形態によるユーザーの連絡情報を処理
するシステム２００のブロック図を示している。
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【００４６】
　該図に示すように、システム２００は、第１のユーザーのユーザー設備で第２のユーザ
ーと関連する連絡情報を取得するために配置される取得装置２０２と、前記連絡情報に基
づいて前記第１のユーザーと前記第２のユーザーとの間にソーシャルネットワークサービ
スＳＮＳ操作を起動するように配置される起動装置２０４と、を備えている。
【００４７】
　本発明のある選択可能な実施形態に基づいて、前記起動装置２０４は、前記第１のユー
ザーを代表して前記第２のユーザーにＳＮＳ友人招待メッセージを送信するように配置さ
れる第１の起動装置と、少なくとも１つのＳＮＳネットワークにおける前記第１のユーザ
ーと関連する内容又はイベントのリンクを前記第２のユーザーに送信するように配置され
る第２の起動装置と、のうちの少なくとも１つを含む。
【００４８】
　本発明のある選択可能な実施形態に基づいて、前記起動装置２０４は、前記第１のユー
ザーが少なくとも１つのＳＮＳウェブサイトの一人又は複数の友人を前記第２のユーザー
に推薦するように配置される第３の起動装置を含む。本発明のある選択可能な実施形態に
基づいて、前記第３の起動装置は、前記第２のユーザーの前記連絡情報及び前記一人又は
複数の友人が前記ＳＮＳウェブサイトにおける情報に基づいて前記推薦を生成するように
配置される推薦生成装置を含む。
【００４９】
　本発明のある選択可能な実施形態に基づいて、システム２００は、更に、前記サーバー
において既に第３のユーザーにより記憶された前記第２のユーザーと関連する以前の連絡
情報を検索するように、前記第２のユーザーと関連する前記連絡情報を前記ユーザー設備
からサーバーに伝送するように配置される伝送装置を含むことができる。
【００５０】
　本発明のある選択可能な実施形態に基づいて、システム２００は更に、前記連絡情報と
前記以前の連絡情報とが一致しないと決定されたことに応答して、前記第３のユーザーに
メッセージを送信して前記不一致を指示するように配置されるメッセージ送信装置を含む
ことができる。本発明のある選択可能な実施形態に基づいて、前記メッセージ送信装置は
、前記第３のユーザーに送信する前記メッセージに、前記第１のユーザーの前記ユーザー
設備により前記サーバーに伝送される、前記第２のユーザーと関連する前記連絡情報にお
ける内容項が含まれるように更に配置される。
【００５１】
　本発明のある選択可能な実施形態に基づいて、システム２００は、更に、前記第１のユ
ーザーと、前記第２のユーザーおよび前記第３のユーザーのうち少なくとも１つのユーザ
ーとのＳＮＳ操作を起動するように配置される第４の起動装置を含むことができる。
【００５２】
　本発明のある選択可能な実施形態に基づいて、システム２００は更に、前記第２のユー
ザーに通知メッセージを送信して、前記第１のユーザーは既に前記連絡情報を取得したと
いうことを前記第２のユーザーに告知するように配置される通知装置を有することができ
る。
【００５３】
　本発明のある選択可能な実施形態に基づいて、取得装置２０２は、前記第２のユーザー
の名刺をデジタル化走査及び識別を行うことによって、前記第２のユーザーと関連する前
記連絡情報を取得するように配置される名刺情報取得装置を含む。
【００５４】
　以下のことに注意すべきである。即ち、システム２００は分布式システムでもよい。即
ち、システム２００における各装置及びサブ装置はそれぞれ物理で分離する位置又は設備
に位置決め可能である。以下のことにも注意すべきである。分かりやすくするために、図
２は選択可能な装置及び各装置に含まれるサブ装置を示していない。しかしながら、シス
テム２００に記載の各装置は、それぞれ前文の図１を参照して記述した方法１００におけ
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る各ステップに対応するということを理解すべきである。よって、前文の方法１００に対
して記述した操作及び特徴は、同様にシステム２００及びその中に含まれる装置に適用す
る。ここで詳細に説明しない。
【００５５】
　また、システム２００は各種の方式で実現可能である。例えば、ある実施形態において
、システム２００における各装置は、ソフトウェア及び／又はファームウェアを利用して
実現可能である。選択可能に又は付加的に、システム２００は一部又は全部でハードウェ
アによって実現可能である。例えば、システム２００における装置は、集積回路（ＩＣ）
チップ又は専用集積回路（ＡＳＩＣ）と実現可能である。システム２００における装置は
、システムオンチップ（ＳＯＣ）と実現可能である。現在で既知した又は将来に開発され
る他の方式も実現可能であり、本発明の範囲はこの面で制限されていない。
【００５６】
　以下では、図３を参照し、それは本発明の１つの実施形態によるユーザーのデバイスと
して適用する携帯端末３００の概略性ブロック図を示している。携帯端末は例示的なもの
であり、制限的なものではない。他の類型の携帯式ユーザー設備もユーザー端末として使
用することができる。
【００５７】
　図３に示すように、携帯端末３００は、トランスミッタ３１４とレシーバ３１６とを操
作可能に通信できるアンテナ３１２を含む。携帯端末３００はそれぞれトランスミッタ３
１４への信号を提供し、レシーバ３１６からの信号を受信するプロセッサ３０２又は他の
処理素子を含む。
【００５８】
　プロセッサ３０２は携帯端末３００の機能の実現に必要な回路を含む。例えば、プロセ
ッサ３０１はデジタル信号処理器設備、マイクロプロセッサ機器、各種のＡＤＣ、ＤＡＣ
、および他のサポート回路を含むことができる。携帯端末３００の制御及び信号処理機能
はこれらの設備の夫々の能力に従って分配される。
【００５９】
　携帯端末３００は更にユーザーインターフェース、例えば、リンガー３２２、ヘッドセ
ットまたはスピーカ３２４、マイク３２６、ディスプレイ３２８と、キーパッド３３０を
含むことができる。これらの説明は何れもプロセッサ３０２にカップリングする。携帯端
末３００は更に静的及び／又は動的画像を捕捉し、且つ選択可能にその上の文字を識別す
るカメラ／スキャナ３３６を含むことができる。
【００６０】
　携帯端末３００は、更にバッテリ３３４、例えば、携帯端末３００に必要な各種の回路
に電力供給し、選択可能に機械振動を検出可能な出力とする振動バッテリパックを含むこ
とができる。携帯端末３００は更にユーザー識別モジュール（ＵＩＭ）３３８を含むこと
ができる。
【００６１】
携帯端末３００は更にメモリを有することができる。例えば、携帯端末３００は揮発性メ
モリ３４０、例えば、データを一時的に記憶するためのキャッシュ領域の揮発性ランダム
アクセスメモリ（ＲＡＭ）を含む。携帯端末３００は更に他の不揮発性メモリ３４２を含
むことができ、それは埋め込み型及び／又は移動可能でもよい。不揮発性メモリ３４２は
例えばＥＥＰＲＯＭ及びフラッシュメモリ等を付加的に又は選択可能に含むことができる
。
【００６２】
　特に、携帯端末３００は連絡情報処理設備３３１を含むことができ、それは例えば前文
において図２を参照して記載するシステム２００の例である。
【００６３】
　現在で図４を参照し、それは、例えば本発明に記載のサーバー又はユーザー設備とする
ことに適するコンピュータシステム４００のブロック図を示している。
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【００６４】
　図４に示すように、コンピュータシステムは、ＣＰＵ（中央処理装置）４０１、ＲＡＭ
（ランダムアクセスメモリ）４０２と、ＲＯＭ（読出し専用メモリ）４０３と、システム
バス４０４と、ハードディスクコントローラ４０５、キーボードコントローラ４０６、シ
リアルインターフェースコントローラ４０７、パラレルインターフェースコントローラ４
０８、表示コントローラ４０９、ハードディスク４１０、キーボード４１１、シリアル外
部装置４１２と、パラレル外部装置４１３およびディスプレイ４１４を含むことができる
。これらの設備において、システムバス４０４とカップリングするものは、ＣＰＵ　４０
１、ＲＡＭ　４０２、ＲＯＭ　４０３、ハードディスクコントローラ４０５、キーボード
コントローラ４０６と、シリアルコントローラ４０７、パラレルコントローラ４０８と、
及び表示コントローラ４０９である。ハードディスク４１０とハードディスクコントロー
ラ４０５はカップリングし、キーボード４１１とキーボードコントローラ４０６はカップ
リングし、シリアル外部設備４１２とシリアルインターフェースコントローラ４０７はカ
ップリングし、パラレル外部設備４１３とパラレルインターフェースコントローラ４０８
はカップリングし、ディスプレイ４１４と表示コントローラ４０９はカップリングする。
図４に記載の構造ブロック図は例示的な目的で示しているが、本発明の範囲に対する制限
ではない。ある場合には、具体的な状況に従って、ある設備を追加又は減少することがで
きる。
【００６５】
　上述したように、ユーザーの連絡情報を処理するためのシステム２００における装置は
、純粋なハードウェア、例えば、チップ、ＡＳＩＣ、ＳＯＣ等と実現可能である。これら
のハードウェアは、夫々ユーザー設備及びサーバーとして使用するコンピュータシステム
４００に集積することができる。また、本発明の実施形態も、コンピュータプログラム製
品の形式で実現可能である。例えば、図１に記載の方法１００を参照してコンピュータプ
ログラム製品によって実現可能である。該コンピュータプログラム製品は、例えば図４に
示すＲＡＭ４０４、ＲＯＭ４０４、ハードディスク４１０及び如何なる適当な記憶媒体に
記憶し、ネットワークを介して適当な位置からコンピュータシステム４００にダウンロー
ドすることができる。コンピュータプログラム製品はコンピュータコード部分を含むこと
ができ、それは適当な処理設備（例えば、図４に示すＣＰＵ４０１）により実行されるプ
ログラム指令を含む。前記プログラム指令は、少なくとも方法１００を実現するためのス
テップの指令を含むことができる。
【００６６】
　前文において既に幾つかの具体的な実施形態を組み合わせて、本発明の旨及び原理を説
明した。本発明の実施形態によれば、ユーザーは他人の連絡情報をそのユーザー設備に入
力した後、連絡情報は簡単に記憶されているわけではなく、ユーザーと他のユーザーとの
間の関係を主動的にマイニングし、起動するために用いられることが可能である。特に、
第１のユーザーと第２のユーザーとの間にＳＮＳ操作を実行して、ＳＮＳ関係をたてるこ
とができる。よって、ユーザーの連絡情報に対する有効及び知能の使用を顕著に促進する
ことができる。
【００６７】
　以下のことに注意すべきである。本発明の実施形態は、ハードウェア、ソフトウェア又
はソフトウェアとハードウェアとの結合により実現可能である。ハードウェア部分は専用
のロジックを利用して実現可能である。ソフトウェア部分はメモリに記憶可能であり、適
当な指令実行システム、例えば、マイクロプロセッサ又は専用設計ハードウェアで実行す
る。当業者は、前記設備及び方法はコンピュータの実行可能指令を使用でき、及び／又は
プロセッサ制御コードに含まれて実現可能である。例えばディスク、ＣＤ又はＤＶＤ－Ｒ
ＯＭのようなキャリア媒体、ＲＯＭ（ファームウェア）のようなプログラムブルメモリ又
は光学若しくは電子信号キャリアにおいてこのようなコードは提供されている。本発明の
設備及びそのモジュールは超大型集積回路又はゲートアレイ、ロジックチップ、トランジ
スタ等の半導体、又はフィールドプログラマブルゲートアレイ、プログラマブルロジック
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プロセッサにより実行されるソフトウェアによって実現可能であり、前記ハードウェア回
路とソフトウェアとの結合、例えば、ファームウェアにより実現可能である。
【００６８】
　明細書に記載の通信ネットワークは、各種のネットワークを含むことができ、ローカル
エリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）、インターネット
プロトコルによるネットワーク（例えば、インターネット）及びエンドツーエンドネット
ワーク（例えば、ａｄ　ｈｏｃピアツーピア・ネットワーク）を含むがそれに限られない
。
【００６９】
　以下のことに注意すべきである。前文において設備の幾つかの装置及びサブ装置を説明
したが、このような区分は、強制的なものではない。実際的には、本発明の実施形態に基
づいて、前文において記述した２つ又はより多くの装置の特徴及び機能は１つの装置にお
いて具体化可能である。逆に、前文において説明した１つの装置の特徴及び機能は更に複
数の装置に区分して具体化可能である。
【００７０】
　また、図面において特定の順で本発明方法の操作を記述しているが、これは該特定の順
でこれらの操作をおこなわなければならないということを要求又は暗示しおらず、又は示
している操作を全て実行しなければ所期の結果を実現できないというわけではない。逆に
、フロー図において記述したステップは実行の順を変えることができる。付加的に又は選
択可能的に、あるステップを省略し、複数のステップを１つのステップに合併して実行し
、及び／又はあるステップを複数のステップに分解して実行することができる。
【００７１】
　幾つかの具体的な実施形態を参照して本発明を既に記述したが、本発明は開示している
具体的な実施形態に限られていないということを理解すべきである。本発明は添付した請
求項の旨及び範囲内に含まれる各種の補正及び同等レイアウトを含むことを旨とする。添
付した請求項の範囲は最も広い解釈に合致するため、このような補正及び同等構造並びに
機能をすべて含んでいる。　
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